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対応能力育成のための研修ガイドライン（案）の作成．令和元年度厚生労働科学研究費補助

金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）「災害対策における地域保健活動推進のための

実務担当保健師の能力向上に係わる研修ガイドラインの作成と検証」，令和元年度分担研究

報告書．pp11-17,2020.3. 
3) 安藤哲也：摂食障害の治療支援ネットワークの指針と簡易治療プログラムの開発．AMED

長寿・障害総合研究事業 障害者対策総合研究開発事業(精神障害分野)2018 年度委託研究

開発実績報告書．2019.5. 
4) 安藤哲也：6.令和元年度事業の活動と成果 7.摂食障害の現状 8.事業全体の実績 9.摂食障害

の現状 10.事業の成果 11.摂食障害全国基幹センター事業．令和元年度摂食障害治療支援セ

ンター設置運営事業報告書．pp25-55，2020.3. 
5) 安藤哲也：118.摂食障害の効果的な治療法の普及に関する研究．三菱財団 研究・事業報告

書 2019．pp1-5，2020.3. 
6) 堀 弘明：中高年期女性におけるストレス関連症状と認知機能および血液中ストレスマーカ

ーの関連．大和証券ヘルス財団研究業績集 43．pp65-70，2020.3. 
7) 安藤哲也，関口 敦，小原千郷，菅原彩子，國重寛子：摂食障害全国基幹センター活動報告

書 平成 30 年度．平成 30 年度精神保健対策費補助金摂食障害治療支援センター設置運営

事業報告書．pp32－48，国立精神・神経医療研究センター．2018.3  
8) 関口 敦：中枢性摂食異常症および中枢神経感作病態を呈する疾患群の脳科学的な病態解明

と，エビデンスに基づく患者ケア法の開発．平成 30 年度厚生労働省科学研究費補助金難治

性疾患等政策研究事業 総括・分担研究報告書．pp1-56，2019． 
9) 河西ひとみ, 船場美佐子, 菅原典夫, 富田吉敏, 関口 敦, 安藤哲也：自己臭症患者に対する

認知行動療法プログラムの実現可能性の検討－消化器症状に関連する臭いを主訴とする患者

を対象として－．公益財団法人 メンタルヘルス岡本記念財団研究助成報告集 2019 年度

（第 31 号）．pp47-52,，2020.3. 
10) 大沼麻実：WHO 版心理的応急処置の研修受講者の支援状況と知識および自己評価に対する

追跡調査. 平成 28-30 年度文科省科学研究費助成事業 研究成果報告書, 2019.6. 
 

(5)翻訳 

 



 

(6)その他 

1) 丹羽まどか，金 吉晴：複雑性 PTSD（Complex PTSD）とは．日本精神衛生会「心と社

会」No.176，50(2)：67-72，2019.6. 
2) 金 吉晴：これからの高齢精神科開業医を取り巻く状況へ思うこと．公益社団法人 日本精

神神経科診療所協会 日精診 45(6)：4-8，2019.11. 
3) 三ツ村崇志，（監修）大野裕，大平英樹，関口 敦：ストレスの心理学．Newton 2019 年

10 月号：74-89，2019.10.7. 
 

Ｂ. 学会・研究会における発表 

(1)学会特別講演,教育講演,シンポジウム,ワークショップ,パネルディスカッション等 

1) Sugawara A, Terasawa Y, Katsunuma R, Sekiguchi A: Neural underpinning of 
interoceptive dysfunction, and an effect of interoceptive training. The 25tn World 
Congress of the International college of psychosomatic medicine, Italy, 2019.9.11-13. 

2) 金 吉晴：PTSD 治療における抗不安薬の位置づけ．第 115 回日本精神神経学会学術総会，

新潟，2019.6.20-22. 
3) 金 吉晴：パネルディスカッション「アカデミア視点から見る今後の日本のメンタルヘルス

政策への期待」．「国際潮流と日本のメンタルヘルス政策」グローバル専門家会合，東京，

2019.12.18. 
4) 安藤哲也：摂食障害の認知行動療法「改良版」（CBT-E）．第 115 回日本精神神経学会学術

総会，新潟，2019.6.20-22. 
5) 安藤哲也：摂食障害の医療の課題．第 23 回日本摂食障害学会学術集会，東京，2019.11.2. 
6) 関口 敦：失体感と脳科学．〈身〉の医療研究会 第５回研究交流会，大阪，2019.5.12. 
7) 関口 敦，野内 類：脳トレでできるがん治療後の認知機能回復．第 17 回日本臨床腫瘍学会

学術集会，京都，2019.7.20. 
8) 関口 敦：心療内科における脳画像研究～摂食障害病理と心身症のメカニズム解明を目指し

て．第 3 回ヒノ脳イメージング研究会，東京，2019.9.6-7. 
9) 関口 敦：摂食障害に対する認知行動療法の有効性の神経科学的エビデンスの創出．第 23

回日本摂食障害学会学術集会，東京，2019.11.2-3. 
10) 関口 敦：脳画像研究で検証する中枢神経感作病態．第 2 回日本心身医学関連学会合同集

会，大阪，2019.11.15-17. 
11) 斉藤仙邦，大沼麻実, 木村尚徳, 渡邊 圭：これまでの経験を基に被災者支援を再考する．

東北福祉大学感性福祉研究所 研究プロジェクト 3.11 G3-3 チーム主催，曹洞宗復興支援室

分室／全国曹洞宗青年会災害復興支援部，チャイルドラインふくしま共催，福島，

2020.1.23. 
12) 小原千郷：CBT-E の実践と臨床的課題～ケース検討を通じて～イニシャルケースでの戸惑

い．第 23 回日本摂食障害学会学術集会，東京，2019.11.2-3. 
13) 中島実穂，丹野義彦：自己洞察と抑うつ：「自分を分かっている」と感じることに意味はあ

るのか？．日本心理学会第 83 回大会，大阪，2019.9.11-13. 
14) 坂本真士，山川 樹，中島実穂，佐々木淳，吉野 聡：新しいタイプの抑うつ症候群への心

理学アプローチ―「新型うつ」とは何だったのか―．日本心理学会第 83 回大会，大阪，

2019.9.11-13. 
 
 (2)一般演題 

1) Tsutsumi A, Izutsu T, Kim Y : Mental health and psychical support in disaster settings. APEC 
Digital Hub for Mental Health Round Table Meeting, Singapore. 2019.6.27. 

2) Lin M, Kim Y: Comparison between computer and paper-and-pencil surveys in a 



 

  

laboratory environment. 9th World Congress of Behavioural and Cognitive Therapy, 
Berlin, 2019.7.18-20. 

3) Tsutsumi A, Izutsu T, Tanaka E, Tnaka C, Tuliao M, Kim Y: A Study on Rights-based Self-
learning Tools to Promote Mental Health, Well-being & Resilience after Disasters. The 34th 
Congress of Japan Association for International Health, Mie. 2019.12.7-8. 

4) Nakagawa S, Takauchi H, Taki Y, Nouchi R, Kotozaki Y, Shinada T, Maruyama T, 
Sekiguchi A, Iizuka K, Yokoyama R, Yamamoto Y, Hanawa S, Araki T, Miyauchi CM, 
Magistro D, Sasaki K, Jeong H, Sasaki Y, Kawashima R: The effects of deep emotions on 
chronic fatigue in young adults. 19th WPA World Congress of Psychiatry, Portugal, 
2019.8.21-24. 

5) Kawanishi H, Sekiguchi A, Funaba M, Tomita Y, Sugawara N, Kanazawa M, Fukudo S, 
Ando T. Clinical features of olfactory reference syndrome with irritable bowel syndrome-
like symptoms: An internet-based study. the 78th Annual Meeting of the American 
Psychosomatic Society. Long Beach, CA. Conference canceled. 2020.3.11-14. 

6) Funaba M, Kawanishi H, Fujii Y, Higami K, Tomita Y, Sekiguchi A, Ando T. Predictors of 
response to interoceptive exposure-based cognitive-behavioral therapy (CBT-IE) in 
irritable bowel syndrome patients in Japan. the 78th Annual Meeting of the American 
Psychosomatic Society. Long Beach, CA. Conference canceled. 2020.3.11-14. 

7) 井筒 節, 田中英三郎, 金 吉晴：精神保健・心理社会的支援における心理的応急処置（PFA）

の効果に関する国際的実装研究．第 18 回日本トラウマティック・ストレス学会，京都，

2019.6.15-16. 
8) 井筒 節, 堤 敦朗, 田中英三郎, 金 吉晴：障害者権利条約と SDGs 時代の精神保健・ウェル

ビーイング．第 18 回日本トラウマティック・ストレス学会，京都，2019.6.15-16. 
9) 林 明明，丹野義彦，金 吉晴：ストレス負荷による気分変動へのハーディネスの影響．第 18

回日本トラウマティック・ストレス学会，京都，2019.6.15-16. 
10) 金 吉晴：国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所の紹介（ポスター）．第 115 回

日本精神神経学会学術総会，新潟，2019.6.20-22. 
11) 林 明明，丹野義彦，金 吉晴：連合記憶と学習後ストレスとの関連．日本心理学会第 83 回

大会，大阪，2019.9.11-13. 
12) 富田吉敏，河西ひとみ，船場美佐子，安藤哲也：過敏性腸症候群において慢性膵炎など別病

態の混在の可能性について．第 2 回日本心身医学関連学会合同集会，大阪，2019.11.15-17. 
13) 河西ひとみ，関口 敦，船場美佐子，富田吉敏，菅原典夫，安藤哲也：過敏性腸症候群様症

状と自己臭恐怖の併存例を対象としたインターネットによる実態調査．第 2 回日本心身医

学関連学会合同集会，大阪，2019.11.15-17. 
14) 船場美佐子，河西ひとみ，藤井 靖，樋上巧洋，富田吉敏，関口 敦，安藤哲也：過敏性腸

症候群に対する内部感覚曝露を用いた認知行動療法の実施可能性の検討―ビデオ教材を併

用して―．第 2 回日本心身医学関連学会合同集会，大阪，2019.11.15-17. 
15) 松平 泉，大場健太郎，竹内 光，関口 敦，富田博秋，川島隆太，瀧 靖之：視床の灰白質

体積に対する FK506 結合タンパク質の一塩基多型と母親の受容性の交互作用効果．第 42
回日本神経科学大会，新潟，2019.7.25-28. 

16) 河西ひとみ， 船場美佐子， 富田吉敏， 菅原典夫， 関口 敦， 安藤哲也：IBS 様症状と

自己臭恐怖の併存例を対象としたインターネットによる実態調査(質的研究)．第 26 回日本

行動医学会学術総会，東京，2019.12.6-7. 
17) 吉国泰代，大沼麻実，鈴木満：シンガポールおよびドバイでの在留邦人を対象とした

WHO 版心理的応急処置（PFA: Psychological First Aid）研修とコミュニティ支援．多文

化精神医学会，京都，2019.11.30. 



 

 
 (3)研究報告会 

1) 金 吉晴：医療心理懇話会第 4 回集会 主催，東京，2019.10.2-3. 
2) 金 吉晴：複雑性 PTSD の概況と活動．医療心理懇話会第 4 回集会，東京，2019.10.2-3. 
3) 安藤哲也：摂食障害の多機関連携システムの開発．長寿・障害総合研究事業 障害者対策

総合研究開発事業（精神障害分野） 「摂食障害の治療支援ネットワークの指針と簡易治療

プログラムの開発」令和元年度第 1 回班会議，東京，2019.8.18. 
4) 安藤哲也：摂食障害の治療支援ネットワークの指針と簡易治療プログラムの開発．令和元

年度 障害者対策総合研究開発事業（精神障害分野）の面接評価委員会，東京，2019.12.3. 
5) 安藤哲也：摂食障害の多機関連携システムの開発．長寿・障害総合研究事業 障害者対策

総合研究開発事業（精神障害分野） 「摂食障害の治療支援ネットワークの指針と簡易治療

プログラムの開発」令和元年度第 2 回班会議，東京，2020.2.1. 
6) 堀 弘明：PTSD に対するメマンチンの効果．医療心理懇話会第 4 回集会，東京，

2019.10.2-3. 
7) 関口 敦：摂食障害に対する認知行動療法の有効性の神経科学的エビデンスの創出．第 7 回

心身医学のニューロサイエンス研究会，福岡，2019.11.23. 
8) 大沼麻実：実務保健師の災害時の対応能力育成のための研修ガイドラインにおけるサイコ

ロジカル・ファーストエイド．平成 30 年度-令和元年度厚生労働科学研究費補助金（健康

安全・危機管理対策総合研究事業）災害対策における地域保健活動推進のための実務担当

保健師の能力向上に係わる研修ガイドラインの作成と検証』班会議，東京，2019.9.23. 
 
 (4)その他 

1) 安藤哲也：令和元年度第 1 回摂食障害治療支援センター連携ミーティングおよびランチミ

ーティング．令和元年度精神保健対策費補助金「摂食障害治療支援センター設置運営事

業」，東京，2019.8.25. 
2) 安藤哲也：令和元年度第 2 回全国摂食障害対策連絡協議会．令和元年度精神保健対策費補

助金「摂食障害治療支援センター設置運営事業」，東京，2019.8.25. 
3) 安藤哲也：第 1 回 摂食障害受刑者の円滑な社会復帰のための治療・支援体制の構築に向

けた検討会議．摂食障害受刑者の円滑な社会復帰のための治療・支援体制の構築に向けた

検討会，東京，2019.11.22. 
4) 安藤哲也：第 2 回 摂食障害受刑者の円滑な社会復帰のための治療・支援体制の構築に向

けた検討会議．摂食障害受刑者の円滑な社会復帰のための治療・支援体制の構築に向けた

検討会，東京，2020.1.17. 
 
Ｃ. 講演 

1) 金 吉晴：PTSD の病態と治療．東京大学医学部付属病院精神神経科，東京，2019.7.1. 
2) 金 吉晴：複雑性 PTSD：診断と認知行動療法．第 4回名古屋トラウマ研究会，愛知，2019.8.1. 
3) 金 吉晴：パニック障害の病態と複雑性 PTSD の関連について－パニック発作～不安・抑

うつ発作に焦点をあてて．第 41 回赤坂精神医学懇話会，東京，2019.9.7. 
4) 金 吉晴：PTSD の病態と治療．第 119 回 石川県神経科精神科医会学術講演会，石川，

2019.10.31. 
5) 安藤哲也：摂食障害の臨床と研究の最近の動向．高知医療再生機構講演会～DC セミナー

～，高知．2020.1.25. 
6) 安藤哲也：摂食障害を取り巻く環境はどうすればよくなるのか？．宮城県摂食障害治療支

援センター市民公開講座，仙台，2020.2.22. 
7) 大沼麻実：災害支援の心理的支援～サイコロジカル･ファーストエイドについて～．災害･



 

  

事故時のこころのケア対策事業関係職員研修，北九州市保健福祉局精神保健福祉センタ

ー，福岡，2019.8.19. 
8) 大沼麻実：心理的応急処置．厚生労働省 医療関係者研修費等補助金 災害医療チーム等養

成支援事業「2019 年度災害歯科保健医療チーム養成支援事業」災害歯科保健医療体制研修

会，東京，2019.9.22. 
9) 大沼麻実：心理的応急処置．厚生労働省 医療関係者研修費等補助金 災害医療チーム等養

成支援事業「2019 年度災害歯科保健医療チーム養成支援事業」災害歯科保健医療体制研修

会 中日本ブロック，東京，2019.11.16. 
10) 大沼麻実：心理的応急処置．厚生労働省 医療関係者研修費等補助金 災害医療チーム等養

成支援事業「2019 年度災害歯科保健医療チーム養成支援事業」災害歯科保健医療体制研修

会 西日本ブロック，東京，2019.12.14. 
11) 大沼麻実：心理的応急処置（サイコロジカル・ファーストエイド：PFA）について．公益

社団法人香川県歯科医師会警察歯科医会 身元確認研修会，香川，2020.2.23. 
 
Ｄ．学会活動 

(1) 学会主催 

1) 安藤哲也：第 23 回日本摂食障害学術集会，大会長，国立精神・神経医療研究センター教育

研修棟ユニバーサルホール他，小平市，東京，2019.11.2-3. 
 
(2) 学会役員 

1) Kim Y: International Society for Traumatic Stress Studies 理事 
2) Kim Y: Global Committee, International Traumatic Stress Studies 委員 
3) 金 吉晴：日本トラウマティック・ストレス学会 理事 
4) 金 吉晴：自殺予防学会 理事 
5) 金 吉晴：日本不安症学会 評議員 
6) 安藤哲也：日本摂食障害学会 理事 
7) 安藤哲也：日本心身医学会 評議員 
8) 安藤哲也：日本心療内科学会 評議員 
9) 安藤哲也：日本ストレス学会 評議員 
10) 堀 弘明：日本生物学的精神医学会 評議員 
11) 関口 敦：日本心身医学会 幹事 
12) 関口 敦：日本心身医学会 評議員 
13) 小原千郷：日本摂食障害学会 評議員 

 
(3) 座長 

1) 関口 敦，福土審：摂食障害病理と治療構造の脳科学的観点からの再解釈．第 23 回日本摂

食障害学会学術集会，東京，2019.11.2-3. 
2) 関口 敦，平田幸一：中枢神経感作病態としての心身相関．第 2 回日本心身医学関連学会合

同集会，大阪，2019.11.15-17. 
 
(4) 学会誌編集委員等 

1) Kim Y: Cognitive Neuropsychiatry, editorial board member 
2) Kim Y: European Journal of Psychotraumatology, editorial board member 
3) Kim Y: Disaster Health, editorial board member 
4) Kim Y: Psychiatry and Clinical Neuroscience, field editor 
5) 金 吉晴：日本トラウマティック・ストレス学会 編集委員長 



 

6) Hori H: Frontiers in Psychiatry, editorial board 
 
E. 研修 
(1) 研修企画 

1) 金 吉晴：2019 年度精神保健に関する技術研修，第 3 回 災害時 PFA と心理対応研修．東

京，2019.5.23-24. 
2) 金 吉晴：2019 年度精神保健に関する技術研修，第 4 回 災害時 PFA と心理対応研修．東

京，2019.10.16-17. 
3) 安藤哲也：第 4 回摂食障害の認知行動慮法 CBT-E 研修会．東京，2019.8.4. 
4) 安藤哲也：Implementing CBT-E: a one-day clinical workshop for practitioners．（講師：

Prof. Zafra Cooper）第 23 回日本摂食障害学会学術集会関連企画，東京，2019.11.3. 
5) 安藤哲也：養護教諭のための摂食障害ゲートキーパー研修会．第 23 回日本摂食障害学会学

術集会関連企画，東京，2019.11.3. 
 

(2) 研修会講師 

1) Kim Y: Case presentation and supervision. 2019 Expert conference of PE. Tokyo. 
2019.7.24. 

2) 金 吉晴：第 16 回 Prolonged Exposure Therapy 講習会，東京，2019.4.30. 
3) 金 吉晴：災害時のこころのケア-総論．2019 年度 第 3 回 災害時 PFA と心理対応研修，

東京，2019.5.23-24. 
4) 金 吉晴，大沼麻実，原島あゆみ，中村夕貴：サイコロジカル・ファーストエイド研修．第

3 回災害時 PFA と心理対応研修，東京，2019.5.23-24. 
5) 金 吉晴：複雑性 PTSD の理解と治療．児童相談所・児童心理治療施設・医療機関等医師

専門研修，神奈川，2019.6.25. 
6) 金 吉晴，大沼麻実，諸見秀太，金井純子，猿渡英代子，庄司弥生：サイコロジカル・ファ

ーストエイド研修．第 4 回災害時 PFA と心理対応研修，東京，2019.10.16-17. 
7) 金 吉晴，大沼麻実：災害時の WHO 版 PFA（心理的応急処置：サイコロジカル・ファー

ストエイド）概論．令和元年度 PTSD 対策専門研修 A.通常コース 1，東京，2019.10.23. 
8) 金 吉晴，大沼麻実：災害時の WHO 版 PFA（心理的応急処置：サイコロジカル・ファー

ストエイド）概論．令和元年度 PTSD 対策専門研修 A.通常コース 2，東京，2019.11.8. 
9) 金 吉晴：C-PTSD の病態理解，診断，心理療法．複雑性 PTSD 研修会，宮城，2020.1.16-

17. 
10) 金 吉晴，丹羽まどか：Narrative therapy の治療内容①②．複雑性 PTSD 研修会，宮城，

2020.1.16-17. 
11) 金 吉晴，丹羽まどか，大滝涼子：治療全体の振り返り．複雑性 PTSD 研修会，宮城，

2020.1.16-17. 
12) 金 吉晴：STAIR の日常臨床への応用．複雑性 PTSD 研修会，宮城，2020.1.16-17. 
13) 安藤哲也：体重，体重測定，体重への懸念と心理教育，規則正しい食生活，ステージ２評

価と計画．第 4 回神経性過食症に対する認知行動療法 CBT-E 研修会，東京，2019.8.4. 
14) 安藤哲也：摂食障害病態・治療概論．第 17 回摂食障害治療研修，東京，2019.9.17. 
15) 安藤哲也：体重，体重測定，体重への懸念と心理教育，規則正しい食生活，ステージ２評

価と計画．第 5 回神経性過食症の認知行動療法 CBT-E 研修会，大阪，2019.9.29. 
16) 安藤哲也：摂食障害の概論．第 3 回摂食障害研修．令和元年度専門研修過程矯正医療科，

東京，2020.1.16. 
17) 安藤哲也：体重，体重測定，体重への懸念と心理教育，規則正しい食生活，ステージ２評

価と計画．第 6 回神経性過食症の認知行動療法 CBT-E 研修会，仙台，2020.2.23. 



 

  

18) 安藤哲也，小原千郷：隠れた医療難民を救え：摂食障害の治療と支援．第 6 回 NCNP メデ

ィア．国立精神・神経医療研究センター教育研修棟ユニバーサルホール．2019.8.23. 
19) 堀 弘明：PTSD の神経科学と薬物療法．令和元年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース

1，東京，2019.11.28-29. 
20) 堀 弘明：PTSD の神経科学と薬物療法．令和元年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース

2，東京，2019.12.19-20. 
21) 大沼麻実，高橋真里：災害支援の「いろは」を学ぶ．長崎県臨床心理士会 特別セミナー，

東京，2019.6.23. 
22) 大沼麻実：WHO 版 PFA ブースター研修．みやぎ心のケアセンター，宮城，2019.6.25. 
23) 大沼麻実：WHO 版サイコロジカル・ファーストエイド（PFA）研修．災害時メンタルヘ

ルスケア研修，静岡県精神保健福祉センター，静岡，2019.8.2. 
24) 大沼麻実：医学教養「至誠と愛」の実践学修「Psychological First Aid」．東京女子医科大

学，東京，2019.9.20. 
25) 大沼麻実，宮川 治，滝 友秀，吉元なるよ，諸見秀太，高江洲慶：サイコロジカル・ファ

ーストエイド研修．沖縄県立総合精神保健福祉センター，沖縄，2019.9.27. 
26) 大沼麻実，平 安明，原田大幹，井上幸代，赤嶺遼太郎，諏訪賀一：サイコロジカル・ファ

ーストエイド研修．沖縄県精神科病院協会，沖縄，2019.9.28. 
27) 大沼麻実：サイコロジカル・ファーストエイド（PFA）研修．外務省 領事中堅研修，東

京，2019.11.20. 
28) 大沼麻実，宮澤章人，鈴江 毅：令和元年度サイコロジカル・ファーストエイド：PFA 研

修．浜松市精神保健福祉センター，静岡，2019.11.22. 
29) 大沼麻実：PFA(Psychological First Aid)研修．東北福祉大学感性福祉研究所 研究プロジェ

クト 3.11 G3-3 チーム主催，曹洞宗復興支援室分室／全国曹洞宗青年会災害復興支援部，

チャイルドラインふくしま共催，福島，2020.1.22. 
30) 大沼麻実，森脇愛子：サイコロジカル・ファーストエイド研修．立命館大学障害学生支援

室，京都，2020.2.27. 
31) 丹羽まどか：STAIR 段階の治療内容－対人関係①②．複雑性 PTSD 研修会，宮城，

2020.1.16-17. 
32) 丹羽まどか：症例提示．複雑性 PTSD 研修会，宮城，2020.1.16-17. 

 
Ｆ．その他 

1) 金 吉晴：東進ハイスクール Toshin.com 高校生の悩み相談「考え方を変えると感情が変

わります」2019.5.15. 
2) 金 吉晴：東進ハイスクール Toshin.com 高校生の悩み相談「不安を溜め込まず，考え方

の基準を変えてみよう」2019.5.22. 
3) 金 吉晴，松本俊彦：第一生命保険株式会社「健康第一 Report（メンタルヘルス編）」リ

ーフレット監修，2019.12. 
4) 大沼麻実：ボランティアの前に 学んでおきたい正しい支援の方法．保健同人社 みんなの

健康ライブラリー(会員制 Web サイト)，2020.2.15.  
5) 鈴木眞理，小原千郷，菅原彩子：NHK 厚生文化事業団 貸出ビデオと冊子「摂食障害 理

解と回復のために」，2020.3.27. 
 


	研究業績Ａ. 刊行物(1)原著論文
	(2)総説
	(3)著書
	(4)研究報告書
	(5)翻訳
	(6)その他
	Ｂ. 学会・研究会における発表(1)学会特別講演,教育講演,シンポジウム,ワークショップ,パネルディスカッション等
	(2)一般演題
	(3)研究報告会
	(4)その他
	Ｃ. 講演
	E. 研修
	Ｆ．その他


